研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　　本部　　　　職　種　　事務　　　　氏　名　　　明戸　典子

	期　　間　　平成20年10月25日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　　青森県脳外傷等高次脳機能障害者リハビリテーション講習会

	出 張 先　　アピオ青森イベントホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【所感・考察】

・高次脳機能障害について勉強不足であると感じた。おおまかな症状しかつかんでいないため、支援についても施設・在宅といった区分しか頭になかったように感じる。就労支援の現状についても共通の認識がないため、地域で支援する側と医療機関との連携がうまく取れないなどの課題も多いことがわかった。認知症包括ケア提供試行事業を担当した際も、やはり横の連携を取るときに共通のツールがないため、症状の程度の認識にずれがあり、欲しい情報がまったくもらえないなどの課題があったことを思い出した。

・講習会全体としては高次脳機能障害の基本的な知識、高次機能障害者に対する就労支援、家族会の公演とまとまりがあるように感じられていたが、家族会の公演については青森県にも早く家族会を立ち上げてほしいとの要望が強く、家族側から医療機関、地域社会への要望や、高次脳機能障害者と暮らす事で、不便に思っていることなどの話がほとんどなく少し残念に感じた。

【研修要旨】

　特別講演：高次脳機能障害の診断：症例に基づく考察

神奈川リハビリテーション病院リハビリテーション科　大橋正洋先生

　　高次脳機能障害とは見当識、記憶障害、注意力障害、集中力障害、理解、理論的考え方、抽象的思考、内省などの障害。視覚協調運動の障害、空間認知障害など列挙できる。認知的な機能低下に、受傷前の性格や生活環境などが相互に影響して、家族と生活や学校等への復帰を困難とするさまざまな行動障害に発展。さらに異常行動や情緒および精神障害が問題となることもある。

【考察】

　　事例紹介では興味深いものが多かった。家族も本人も気がつかないうちに、脳外傷を負っていたケースでは、高次脳機能障害であることに気付くまでの、家族の不安などが紹介された。また明らかに脳外傷が認められないケースでは、診断に迷う事があるが、制度を利用し、その患者が地域で生活することを考えると、高次脳障害であると診断せざるを得ないDr側の不安や苦悩も知ることができた。

　

【研修要旨】

　講演1：高次脳機能障害者に対する就労支援の現況について

　独立行政法人　高齢・障害者雇用支援機構　青森障害者職業センター　市川美也子先生

· 障害者雇用の現状

· 高次脳機能障害者の職業上の課題

· 就職・復職にむけての支援サービス

· 地域障害者就職センターの支援メニュー

· 障害者職業総合センターの復帰プログラム

· 効果的な就労支援に向けた課題

～医療機関との連携～

【考察】

　　高次脳機能障害と診断された方で青森障害者職業センターを利用したのは過去3年間で5名しかいないとのお話があった。講師の市川氏も言っていたが、ニーズがないわけではなく、どこに何を頼ればよいのかわからないまま毎日を過ごしている方が多いためと考えられる。高次脳機能障害者にかかわらず、認知症高齢者においても制度や社会資源を十分にいかすことができなかったり、制度そのものを知らない為に、社会から孤立するケースが多い。啓発活動の重要性を感じた。

　　高次脳機能障害はその他の障害に区分され、雇用に至った場合でも企業への助成金の支給はなく、法定雇用率へのカウントもされないことから、企業側にとっては全くメリットがないため、他の障害者に比べ、就労の際厳しい現状であることがわかった。障害者職業センターを利用する高次脳機能障害者も少ないが、その他の障害者として区分される障害者に対し、制度も不完全であることを感じた。今後このような状況で自分達に何ができるかを考えたとき、医療、福祉、地域との連携は重要で、その際に必要な情報を得ること、患者一人一人に対し全ての関係者が共通認識を持てるようにすることが大切であると感じた。

【研修要旨】

　講演2：家族会だからできること

　特定非営利活動法人　いわて脳外傷友の会イーハトーヴ　代表　堀間幸子先生

　　家族会の説明　

【考察】

　　高次脳機能障害者の家族会が青森県には無いこと、早急に家族会を立上て欲しいとの要望であった。家族会ならではの行事、作業等を行っており、それにより人前にでることがなかった障害者が太鼓の練習を頑張るようになったとの話であった。家族ならではの悩みや、行政、地域に対する要望などをもっと聞きたかったが、終始家族会の立上を急いで欲しいと言うのみで、今回の講習で聞きたい内容とはずれてしまったような気がした。
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